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（せいだんそう、ぎゃくだんそう、よこずれだんそう） 

断層のずれの向きによって分類したもの。断層面に沿って主として

上下方向にずれた断層が縦ずれ断層で、上盤（断層面の上側の

地塊）側が相対的に下向きにずれた断層を正断層といい、上向き

にずれた断層を逆断層という。横ずれ断層は、断層面に沿って

主として水平方向にずれた断層で、断層をはさんで他方を見た

場合に、他方が右にずれていれば右横ずれ断層、左にずれてい

れば左横ずれ断層という。 
��
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�…
Ú�w�·�ï�µ��
正断層、逆断層、横ずれ断層等、断層のずれの向きを表したもの 
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Ú�w
ø�²�z ���ü （そうこう、けいしゃ） 

断層面が水平面と交わる直線の方向を走向、断層面が水平面と

なす角を傾斜という。 

 
���P�•�z ���P�± （そくかざん、そくかこう） 

火山の頂上の火口から離れた山腹に火口ができ、そこに小型の

火山ができることがある。このような火山を側火山、火口を側火口

という。 

 

�y �h ��
 
�G	Z
+（だいしゅっすい） 
地下空洞掘削時に坑道内に多量の湧水が流れ込み、工事に支

障をきたすような現象をいう。 

��
�H�›�D （だいよんき、だいしき） 

約 170 万年前から現在までの地質学における時代のこと。 

なお、第四紀の始まりを約 260 万年前とする議論がなされている

が、本資料では、上記のとおり定義している。 

 
�H�›�D�P�• （だいよんきかざん、だいしきかざん） 

「日本の第四紀火山カタログ」（1999）では、約 200 万年前以降に

活動したことが認められる火山を第四紀火山とし、日本全国で

348の第四紀火山が記載されている（第四紀は、一般に約170万

年前以降をいうが、この文献では約 200 万年前以降に活動したも

のを第四紀火山としている。）。 

第四紀火山について、「日本の第四紀火山カタログ」（１９９９）に基づ

き火山の中心位置からその火山を構成する最も離れた個別の火

山体（側火山等）までの距離を求めたのが次図である。��
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��
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�ˆ�p （だんきゅう） 

河川・海・湖等に隣接していて、平坦面と急崖が階段状に配

列している地形をいう。 

 
�o
R�P�•�z �o
R�P�•�� （たんせいかざん、たんせいかざんぐん）

ただ１回の噴火活動の結果生じた火山を単成火山という。一般

に単成火山は、ある限られた期間に一定の範囲内で相前後して

活動することが多く、このような単成火山が集合したものを単成

火山群という。 

��
�…
Ú
��E�3 （だんそうはさいたい） 

断層活動に伴い、岩石が破砕され、不規則な割れ目の集合体と

なったもので、角礫部、粘土部等から構成される、ある幅をもっ

た帯をいう。 

 
�•�9�¯
� （ちおんこうばい） 

地層の温度は、地下の深度が増すにつれて上昇する傾向があり、

その度合いを地温勾配という。日本の平均的な地温勾配は、深

さ100m当り約 3℃の上昇とされている。 

 
�•�ª （ちかく） 

地球の表面にある固体状の部分をいう。厚さは一様でなく、大陸

地域で厚く（数十ｋｍ程度）、海洋地域で薄く（５～10ｋｍ程度）

なっている。地球は、この地殻と中心部の核、その間の地下

2900kmまでに存在するマントルから構成されている。 

 
�•�í���¥ （ちしつかんきょう） 

地層処分の観点からみた地下の環境。岩盤や地下水の性質（地

質環境の特性）とそれらの長期にわたる安定性（地質環境の長

期安定性）にわけてとらえることができる。 

地質環境の特性としては、岩盤の力学特性、地下水の地球化学

特性、地下水の流動特性等がある。また、地質環境の長期安定

性としては、岩盤や地下水の性質に大きな変化を及ぼす可能性

のある自然現象（地震、噴火、隆起・侵食）の発生の可能性や

それらによる影響が考えられる。��
 
�•
Ú	r
ü�ª
ƒ （ちそうしょぶんしせつ） 

高レベル放射性廃棄物や地層処分低レベル放射性廃棄物の地

層処分を行うために必要な、廃棄物の搬送用の設備、埋設用の

坑道、人工バリアを含む一群の設備をいう。 

本資料では特定放射性廃棄物の最終処分施設を地層処分施設

と呼んでいる。 
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Ú	r
ü�ÿ�è�Õ�ç�L�ù
Q
��:
ú��
（ちそうしょぶんていれべるほうしゃせいはいきぶつ） 

TRU 廃棄物の中には、長期間にわたり環境に影響を及ぼすお

それがあるため、高レベル放射性廃棄物と同様に深い地層へ処

分する必要のある廃棄物があり、「特定放射性廃棄物の最終処

分に関する法律」では「第二種特定放射性廃棄物」と特定され

ている。本資料では、この「第二種特定放射性廃棄物」という

語のかわりに「地層処分低レベル放射性廃棄物」を用いている。 

 
�•
¯�•�* （ちひょうとうさ） 

地表面で行う現地調査。地表で確認できる事項、例えば、地層・

岩石の分布、地質構造、活断層の分布等を調べる。 

 
�›���L�ù
Q
��:
ú （とくていほうしゃせいはいきぶつ） 

「特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」では「第一種

特定放射性廃棄物」と「第二種特定放射性廃棄物」を定めて

いる。「第一種特定放射性廃棄物」は具体的にはガラス固化体

を意味している。日本では、再処理委託した外国より返還された

ガラス固化体や、日本原子力研究開発機構（JAEA）および日

本原燃株式会社においてつくられるガラス固化体が地層処分の

対象となる。「第二種特定放射性廃棄物」は日本原子力研究開

発機構（JAEA）および日本原燃株式会社の再処理工場や

MOX 燃料工場の操業・解体に伴って生じるTRU 廃棄物のう

ちの一部が地層処分の対象となる。 
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�ä
+�0�v （ねっすいたいりゅう） 

地下に存在する熱源から放出される熱によって地下水の対流が

引き起こされること��
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R�P�• （ふくせいかざん） 

休止期間をはさんで噴火活動を何度かくり返した火山 

��

ú�g�s�* （ぶつりたんさ） 

人工的に発生させた地震波や電磁波等を利用して、空中、地上、

水上等から地下の状況を間接的に調査すること。地質構造の状

況、鉱床の有無等を調査することができる。 

��
�!���3 （へんけいたい） 

活断層の破砕帯周辺に認められる断層活動に伴う地層の変

形が生じているゾーン。断層活動による力を受けて地層の変形

を生じていることから、将来、断層活動に伴い、処分場に著し

い影響を及ぼすことが想定される。 
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�r�Á
Q�•�• （ぼうちょうせいじやま） 

坑道の掘削等の際に、坑道周辺の岩盤が徐々に坑道の内側へ

膨らみ出してくるような現象を引き起こす岩体をいう。坑道の崩壊、

坑道内への押し出しにより、工事が難航する可能性がある。 

��
�Ø�”�æ�ï�¬�Ð�* （ぼーりんぐちょうさ） 

地下の地質状況等を調べるため、地中に直径数cm～十数cm

程度の円筒状の孔を掘って行う調査。この際に採取した岩石試料、

孔を用いた各種の計測等によって、地下の岩石、地下水等に関

するさまざまな情報を取得することができる。地層処分では、

ボーリング調査を行う深さは、数百m～千m 程度となる。 

 

�y �‡ ��
��
�Ú�¬�Ú  

岩石が高温、溶融した状態で地下に存在しているもの。一般に、

マグマはマントルの上部で発生し、周囲より密度が小さいために

マントル内を上昇し、地殻に貫入、地表への噴出に至る。 

 
�°�{�A�/
u
ú （みこけつたいせきぶつ） 

礫、砂、泥等の堆積物が固結していない状態にあるものをいう。 

 

�y �• ��
 
�•�x�v （やまはね） 

一般に、地下深部の非常に硬い岩盤を掘削した際に起きる現象

で、坑道周壁の岩盤が、振動と大音響を伴って岩片状となり、

坑道内に飛び散る現象をいう。 
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第四紀火山カタログ委員会編（1999）：日本の第四紀火山カタログ

v.1.0（CD-ROM版）、日本火山学会 
 

核燃料サイクル開発機構（1999）：わが国における高レベル放射

性廃棄物地層処分の技術的信頼性―地層処分研究開発第２次

取りまとめ― 
 

特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針、閣議決定、

平成20年 3月14日 
 

原子力安全委員会（2000）：高レベル放射性廃棄物の処分に係

る安全規制の基本的考え方について（第１次報告） 
 

徳山英一、本座栄一、木村政昭、倉本真一、芦寿一郎、岡村行信、

荒戸裕之、伊藤康人、徐垣、日野亮太、野原壯、阿部寛信、坂井

眞一、向山建二郎（２００１）：日本周辺海域の中新世最末期以降

の構造発達史、海洋調査技術、第13巻第1号、P27- 53、海洋調

査技術学会 
 

中田英二・田中和広（2001）：マグマの貫入が岩盤に与える影響

―活火山周辺に分布するマグマ噴出跡の分布―、日本応用地

質学会研究発表会講演論文集 
 

中田高・今泉俊文編（2002）：活断層詳細デジタルマップ、東京大

学出版会 
 

原子力安全委員会（2002）：高レベル放射性廃棄物処分の概要

調査地区選定段階において考慮すべき環境要件について 
 

原子力発電環境整備機構（2004）：概要調査地区選定上の考慮
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